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市

民

と

立

憲

野

党

の

合

同

宣

伝

前
日
の
６
月
２
３
日
は
、
７
８
年
前

の
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
で

組
織
的
な
戦
闘
が
終
わ

つ
た
日
と
し
て
慰
霊
の
式
典
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
沖
縄
戦
で
は
、
県
民

の
４
人
に
１
人
が
命
を
落
と

し
て
い
る
。
６
月
２
１
日
閉
会
し
た
通
常
国
会
で
岸

日
首
相
は

「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
」
や
防
衛
費
を
５
年
間
で
総
額
４

３
兆
円
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
へ
倍
増

・
増
税
す
る
軍
拡
予
算
で
、
専

守
防
衛
か
ら

「
戦
争
す
る
国
」

へ
大
転
換
す
る

「
異
次
売

の
暴

走
」
を
続
け
て
い
る
。
写
真
左

・
マ
イ
ク
を
持
つ
社
民
党
武
本
幹
事
長

か
け
離
れ
た
岸

日
政
権

６
月

２４
日

の
合

同
宣
伝

は
、

お

か
や
ま

い
っ
ぽ

ん
、

立
憲

民

主
党

・
共
産
党

・
社

民
党

の
４

者
が

マ
イ
ク

リ
レ
ー

し
共
間

で

岸

日
政
権

を
退
陣

さ
せ
よ

う
と

訴

え
た
。

「
い
ろ

い
ろ
あ

っ
た

国
会
だ
が
、

入
管

法
改
悪

・
物

価
対
策

。
個
人
情

報
や
、

何

よ

り
人
権
が

守
ら
れ

て

い
る

の
か
」

「
マ
イ
ナ
カ
ー

ド

の
ト

ラ
ブ

ル

で
市

民

・
現
場
は
大
混

乱
。

野

党

の
声
を
受
け
や

っ
と
総
点
検
」

「
国

民

の
願

い
と

一
番
離
れ

た

政
権
だ
。

日
本

の
針
路
を
大
き

く
変

え

る
も

の
を
次

衆
と
強

行
」

「
高
騰

す

る
物
価
対
策
、

ク
ー

ラ
ー

節

約

で

い
の
ち

を
削
る
状

況
に
、

ミ
サ

イ
ル
買

う
よ
り
喜

ら

し
に
思

い
や

り

の
政
治
を
」

「
７
８
年
前

の
６

・
２２

水
島
、

６

ｏ
２９

岡
山
市

と
空
襲

で
多
大

な
犠

牲
が
。

２
０

１
５
年

の
戦

争
法
廃

止
を
と
始
ま

っ
た
共
闘

が

８
年

続

い
て
き

た
」

と
、

真

岸日総理は衆院解散を思わせ振り発言でもてあそrs~i中、

社民党全国連合は5月 24日 、全国幹事長会議を開催、

衆院選挙力針が討議されました。それを受けた選対会

議を経て6月 12日 、中国ブロック代表者会議がオン

ラインでもたれ、中国ブロックとしての選挙方針を議

論しました。統一自治体選挙の一定の成果を弓|き継ぎ、

衆院選では全 11ブ ロックで候補者擁立すること。こ

の決意を共有し各県連合で議論を起こすこと。また国

政選挙が続き、厳ししヽ財政状況から党員 ・支持苦へ広

くカンパのお願いをしていくこととしました。

党岡山県連合は6月 18日 、連合常任幹事会で議論

を交わし、宮日代表を本部長とする県連合選挙対策本

部を発足させました。当面各支部での情勢学習と、政

治活動ポスターの掲示、宣伝カーの運行、選挙カンパ

のお願いなどの活動を進めることを確認しました。ご

支援、ご協力をお願いします。
岡山県連合 ・常任幹事会

６
月
２
５
日
か
ら

３
０
日
、

岡
山
駅

エ
キ

チ
カ
広

場

で
、

６

．
２９
岡
山
市

民
平
和
祭
が

開
催

さ
れ

た
。

い
ま

か
ら

７
８
年
前
、

６
月

２
９
日

の
深
夜

に

ア
メ
リ

カ
軍

の
Ｂ
２９

が

岡
山
市
を
空
襲
、

そ

の
惨
状
を
伝

え
、

再
び

繰

り

返
し

て
は
な
ら
な

い
と
訴

え
て

い
た
。

ま

た
、

備
前
焼

で

つ
く

っ
た
手

り
ゆ

う
弾
が
、

い
ま

の

に
安

ｂ

の
社
会
を
実

現
す

る
た

め
、

岡
山
か
ら

共
闘
を

強
め
よ

う
と

訴
え
た
。
　

文
董

・
野
崎

ろ
に
重

要
法

案
が

通

っ
た
と
、

メ

デ

ィ

ア
は
伝

え
た

▼
解

散
権

は
総

理
大

臣

の

「
専
権

事

項
」

と

い
う

が

解
散
権

行
使
は
憲
法

の
定

め
る

と

こ
ろ

で
あ

り
、

総
理

の
フ
リ
ー

ハ

ン
ド

で
は
な

い
。
２‐

年
総

選
挙

か
ら
衆
院
任

期
が

半
合

に
至
ら
な

い
な
か
、

主
権

者

た
る
国

民
に
何

を

間

う

て

の
解
散

か

▼
旧
統

一
教

会

と

の
関
係

や
岸

日
首
相
家

族

の

公
邸
公
私
混

同
さ
わ
ぎ
、

国

民

の

い

の
ち

に
関

わ
る

マ
イ
ナ

カ
ー

ド

の
不
都
合

隠

し
な
ど
、

大
義

の
な

い
自

己
保
身

解
散

の
目
論

み
だ

っ

た
か

▼
マ
イ
ナ

カ
ー

ド
は

利
便
性

だ

け
が

値
一伝
さ

れ
る
が
、

不
都
合

な

ミ

ス
に
河

野
デ
ジ

タ

ル
大

臣
自

ら
を
処
分

し

て
見
せ

て
も
、

莫

に

国

民
が

困
る
問
題

に
も
者

え
直
す

素
振

り
な

し
。

軍
拡

・
増

税
、

防

衛

予
算

２
倍
化

よ

り
物
価
高

騰

・

電
気
代

引
き

上
げ

な
ど
、

国

民
生

活
が

直

面
す

る
喫

緊

の
課
題
は
山

積

み
だ

▼

「
聞

く
力
」

の
ウ

ソ
を

自

ら
露

呈

し
た
岸

日
政
権

の

「
異

次

元

の
暴
走
」

を

ス
ト
ツ
プ

さ

せ

る
た
め
広

く
結
集

し
よ

う

（
の
）

党県連合活動日話
6/4 さ よなら原発実行委(武本)
6/10立 憲民主党岡山県連大会(宮日)

6/12 1に氏党中|」ブロック県代表者会議・オンライン

6/17南 北朝鮮と友好を進める会総会
6/18党 県連合常任幹事会
″ 新 社会党岡山県本部大会(宮田)
6/21半 日滋講演会実行委員会(武本)
6/24市 民と立憲野党の合同宣伝

6/25-306・ 29岡山市民平和祭 エキチカ
6/28社 民党定例街宣 マツキヨ前

社民党サポ
ーター募集中

年会費1000円 オンライン申し込み
httpst//sdp orip/sdp―supporter/

平
和

の
大

切
さ

を
物

語

っ
て
い

る
。

と
く

に
、

志
葉

玲
さ

ん

の
、

「
ウ
ク

ラ

イ
ナ

か
ら

の
写
真

展
」

は
、

７

８
年
後

の
今

も
繰

り
返

す
愚
か

し
さ
を
厳

し
く
指
摘

し

て
い
た
。
　

写
真

レ
ポ

・
池

日

定
例
街
宣

で
も
訴
え

６
月

２８
日

の
定
例
街
宣

で
は

武
本

・
野
崎

の

二
役
が

立
ち
、

岡
山
空
襲

写
真
展
を

紹
介
、

戦

争
す

る
国
づ

く

り

の
岸

日
政
権

を

批
判
、

ま

た

マ
イ
ナ

保
険
証

見
直

し
を

訴
え
た
。

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

７
月
「
国

（
第
２
逃

１
７
崎

辰
巳

「
時
事

問
題
懇

話
会
」

一

７

月

２８
日

（
月
末
金
）

１
７
時
一

※

コ
ロ
す
状

況
に
よ

り
変

更
あ

り

‥
ぬ
・す
れ
も
辰
色
―
新
・事
務
所
て

声
し

6。29日山市民平和祭

西陽さす岡山駅頭に5名が参加

7/22(土 )17:00
市民と立憲野党含同宣伝
7/26(水 )18i00

党定例街宣
いすれもマツキヨ前

7/30(日 )13:30～ 16i00

労金ビル5F

半日 滋  講 演会
主催 :実行委員会 (立憲主義と地


